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ただ今ご紹介いただきました、東京藝術大学の嘉村

と申します。私のバックグラウンドは、文化情報学と

いうものを専門にしています。文化情報学とは、図書

館、博物館、文書館、観光の基礎理論を学び、それら

の分野間の知識が如何に活用できるかということを念

頭に入れた学問です。本日は、私が所属する東京藝術

大学が進めているデジタルアーカイブのプロジェクト

において、何をどのようにしているのかをご紹介させ

ていただきます。本日の発表の内容は技術的な部分で

はなく、取り組み事例を中心に、アーカイブのための

しくみがメインになります。

まず総合芸術アーカイブセンターですが、この組織

は、2011 年の 5 月に設立しました。本センターは、

東京藝術大学の中でアーカイブの仕組みを構築するた

めにつくられた 5 年間の期限付きプロジェクトにな

ります。2011 年からですので、今年で 4 年目です。

このプロジェクトは、3 つの中核的なプロジェクト

と補助プロジェクトの計 4 つのプロジェクトから成

り立っています。図の左側に見えます３D デジタル

データ、音響映像データ、大学史文書の 3 つのプロジェ

クトが中心になり、これらのプロジェクトメンバーが、

大学の資料を集め、整理、デジタル化を進めてどのよ

うに活用できるのか、デジタルアーカイブのフローを

構築しています。このデジタルアーカイブのデータを

扱うにあたっては、様々な問題が出てくるわけです。

法的な問題から技術的な問題まで、これらをいかにし

て解決してデータの活用まで持って行くのか、これが

総合芸術アーカイブ研究です。

基本的なアーカイブ研究は図の下段にあるようなプ

ロセスに沿っています。これはまた後ほど出てくるの

ですが、総合芸術アーカイブセンターでは循環型の芸

術情報活用というものを念頭に置いていまして、アー

カイブされたもの、あるいは集められた資料、デジタ

ル化されたデータが研究や創作活動に還元され、再度

それが研究に役に立つ、いわゆる循環型のアーカイブ

を目指しています。

それではここからは、各プロジェクトの説明をさせ

ていただきます。

はじめに、3D データ研究プロジェクト。この 3D デー

タプロジェクトは、主に立体作品に特化した資料のデ

ジタル化研究が特徴になります。このプロジェクトに

関わる先生が彫刻家ということもあり、このような名

称になりました。プロジェクトの主な目的は、芸術分

野における 3D 技術の展開と美術教育への還元という

ことを目標に掲げています。さらに、制作者視点によ

る高精細な表現領域までの再現性を追求する。どちら

かというと制作者というよりは作家視点ですね。東京

藝術大学は学生、教員ともに作家が大半です。この、

作家の視点によるデジタルアーカイブが特徴になりま

す。デジタルアーカイブでは、単にデータを取るだけ

ではなく、その文化財の保存や修復等に使えるための

仕組みも含まれており、3D 計測データによる保存と

物理資料を情報としてどのように保存できるかという

点も含めて取り組んでいます。

具体的な活動の事例を紹介しましょう。こちらは

重要な文化財のひとつで大学美術館に収蔵されてい

る「松田権六作の小手箱」というものがあります。こ

れは表面が金箔になっていますので、通常の作品と同

じように計測すると反射してうまくデータが取れませ

ん。このような特性をもつ資料の三次元計測の方法を

研究してデータ化する。そしてそれを画像や映像化す

ることを行っています。

現在取りかかっているものは、画面の下に見えます

「平櫛田中」制作の「鑑獅子」という資料があります。

これは田の資料に比べて特に劣化が激しく進んでいる

ということで、色つきの 3D データの取得を進めてい

ます。画面の右側は実際の資料を 3D で計測している
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例です。左側は 3D 計測後に、3D モデリングされた

ものです。実際の 3D データはそれなりのボリューム

になりつつあるのですが、どのようにしてウェブで

3D データを見せて行かれるのか、技術的な問題も含

めて解決できていない部分があります。これらの 3D

のデータの活用に関しては、試行錯誤している最中

で、今後どのように公開あるいは活用をすすめていく

のか、今後の検討課題です。

次に音響映像データ研究プロジェクトの紹介をさせ

ていただきます。こちらでは、学内にあるコンサート

ホール、特に奏楽堂と呼ばれる大きなコンサートホー

ルがあるのですが、そこで行われている演奏会を中心

に録画および録音を行っています。これは奏楽堂の内

部の写真ですが、ここでは年間約 160 もの公演が行

われています。そのうち、藝大主催の公演が 60 公演

の他、修士・博士課程の学位審査などがあります。こ

のような取り組みをデジタルデータで録音・録画する

ことにより、学生や教員らが後から自分の演奏や表

現を確認することができます。本プロジェクトのデジ

タルアーカイブの対象になるものは、演奏会や公演に

関する録音や録画の他に、このようなイベントには必

ず用意されるパンフレットがあります。これらを含め

た資料のデジタル化をすすめていますがデジタルアー

カイブにするためには、データを保存する、データを

活用する、活用するための権利処理を行うというポリ

シーを持って進めています。今年度のデジタルアー

カイブ研究対象のデータ数ではこのような数が出てい

ます。また、これから行われる演奏会の記録やデジタ

ル化の他にこれまでに撮られてきたもの数多くありま

す。例えば 1963 年以前からのカセットテープや SP

レコードなども対象に扱っています。今年度の公演数

が 70 公演はあるということで、デジタルデータがど

のぐらいのボリュームでつくられるのか正確な数はわ

かりませんが、2011 年から 2013 年のものに関しま

しては、現在 186 公演のデータがデジタル化済みで

す。これらのデータ形式と品質は次のような内容で保

存をしています。

基本的に、音声に関しては非圧縮ですね。圧縮して

しまいますと、どうしても音質が劣化してしまいます。

その劣化した部分は、自分を含め普段は携帯プレー

ヤーなどで音楽を聞く人には気づかない程の情報量で

すが、音楽家にとっては明らかに分かるということな

のです。圧縮されたデータは、何かしらの部分を削る

ことでデータの容量を抑えているわけで、いかにビッ

トレートを上げたとしても圧縮されて限り音質が悪い

と言われる。ですから、現状は非圧縮の WAV ファイ

ルで保存することで対応しています。映像も同様に非

圧縮で保存したいところですが、映像データを非圧縮

で保存すると、保存のためのストレージがすぐに圧迫

してしまいますので、MPEG4 の形式で保存している

現状です。映像の解像度はフル HD のサイズです。で

きるならば 4K や 8K で保存したいところですが、高

解像度になればなるほど、編集に時間がかかってしま

いますので、今できる範囲ではこれが手いっぱいです。

一方、パンフレットに関しては PDF で保存していま

す。パンフレットの中に記述されている情報、例えば

誰が出演した、どんな曲目を演奏したなど、これは一

字一句テキストデータを別途データベースに入力して

います。

そしてこれらのデータは、基本的には学生あるいは

先生が自分の演奏の確認や楽曲の研究で利用する。そ

のための視聴という目的で CD や DVD に複製するサー

ビスも実施しています。これらは、自分の演奏の確認

はもちろんのことで、学生が大学主催の演奏会をコン

クールやオーディションに応募するために利用する場

合があります。また、これらの映像や音声は学内であ
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れば公開されているすべての内容が学内ネットワーク

を通じて視聴することができます。ウェブで演奏会の

データが公開できることは、社会への音楽文化の普及

というものをつながると考えていますが、ネットワー

ク上で閲覧できるようにするためには権利処理できた

ものが原則になります。配信に関わる権利問題は非常

に複雑です。収録物に関る権利関係の処理は大きく分

けて三点あり、いわゆる著作権、著作隣接権、肖像権

です。このうち、かなりやっかいなものが①と②の著

作権とその隣接権になります。例えば著作権が生きて

いる楽曲を複製したい場合を考えてみます。先ほどの

学生に CD や DVD を複製して渡すことやインターネッ

トを通して配信する場合にはそれぞれに複製料や配信

料を支払わなくてはなりません。

例えば、No1 の権利窓口は JASRAC であり、CD50

枚を複製する場合は 1680 円を支払います。このよう

に何かしらにデータを使用する際は利用料、複製料

を支払っている現状です。しかし、国内の楽曲管理は

JASRAC が行っているためこの程度の金額の支払いで

済むのですが、権利窓口が海外の楽曲に関しては、ほ

ぼ言い値の支払いになります。例えば 3 分や 10 分の

楽曲でも、このぐらいの金額を取られてしまうという

ことがあります。54 万 6000 円からということです

ので、曲の時間によっても金額が変わってくる。これ

ではいくらアーカイブしても使いたくても全く使えな

いということになります。

次に２番目の著作隣接権、これは何でしょうか。コ

ンサートやオーケストラではメインで演奏されている

方のほかに出演あるいは映像に映られている方々が大

勢います。その方々にも許諾を取る必要があるのが

著作隣接権になります。2012 年までは、演奏会のた

びに演奏者 40 人、50 人に 1 人ずつ承諾書を取って、

権利情報を管理してきました。これは非常に手間がか

かりますが、複製や配信をするためには著作隣接権の

処理をしないといけない。そのためには許諾情報が必

要です。

しかし、これは非常に手間がかかるということで、

音楽学部に関しては著作権等の取り扱いに関する事項

を学内規定としてつくりました。規則の制定後は、学

内で行われた演奏会に関する記録やデータの権利は大

学の教育・研究のために利用を承諾する旨の内容を、

入学時に同意していただく仕組みを作りました。これ

により、合法的にアーカイブされたデータを使うこと

ができるようになりました。このように沢山の権利や

技術的な問題をクリアしてできたものがウェブで公開

されています。

現在、このサイトで公開されているものに関しては、

インターネットから見られるものと学内ネットワーク

からのアクセスに限定したコンテンツがあります。今

ではかなりの数が公開されていますので、ご興味があ

る方は後ほどインターネット経由でご覧いただけると

幸いです。一方で、この撮影や録音は誰が行っている

のか。これらの記録は音楽学部の専門家、演奏家や録

音技術を専門とする先生、あるいは学生が行っていま

す。つまりこの単に映像を撮ればいいというわけでは

ないのです。これらの映像は、演奏の研究に生かすた

め、演奏の質を上げるためにアーカイブしていますの

で、どういうことに注意して撮影や録音をすれば演奏

の向上につながるのか、専門家の視点が必要になりま

す。これにより後から映像を見ることで演奏技術の向

上に努めることができるのです。

次に、大学史資料室プロジェクトを紹介させていた
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だきます。こちらは、文書館としての機能が強いとこ

ろですね。いわゆる大学の公文書的なものを扱うプロ

ジェクト、その公文書的な資料を集めて整理し、これ

らの事実が明らかなることで大学の歴史を紐解くカギ

になる。

具体的な活動内容は 1 から 6 まであるわけですが、

歴史的な文書の目録化やデータ化に加え、図書館のレ

ファレンスに近い形ですが、資料の閲覧にも対応して

います。ここのアーカイブがどういうものかイメージ

が付きにくいと思いますが、実際はこういう資料です

ね。

明治や大正時代の儀式書類。資料の儀式という文字

が気になるところですが、こういったものや演奏旅行

の収支計算書、古写真がここに集まってくるわけです。

これらは人文系の研究にも利用されていますので、ま

ずは情報を整理する。デジタル化できるものに関して

は、デジタル化を進めています。しかし、このような

書類はいかに昔の物であっても、簡単にデジタル化し

て公開して良いのかというと、そういうわけにもいか

ないのです。例えば、大学史資料室では、手書きの楽

譜を扱っています。手書きの楽譜は、著作物であるこ

とから、著作権処理の必要性が出てくるわけです。

この楽譜資料は、高田信一さんという作曲家は分

かっていますが、作詞者が不明です。つまり、作曲者

の許可が下りたとしても自由に使えるかどうかが分か

らないのです。このような場合には、文化庁の著作権

不明の場合に使える裁定制度と呼ばれるものがありま

す。利用数が相当少ないと伺っていますが、このよう

な制度を試しに利用することで、合法的に進めても問

題無いという、国からの許可をいただいた公開を進め

ています。

大学史文書では、その性質上単に紙媒体や昔の資料

のみを扱うのでは、ちょっと面白くない。昔の手稿の

楽譜はありますが、これの音源がありません。音楽学

部の学生と協力して、復元演奏をしてみようという試

みをしました。昔の楽譜がどのような音であったのか

ということを、復元演奏により当時の音のイメージを

つかむということです。さらに、この楽譜に関係のあ

るアーカイブズ、いわゆる文書資料の画像を一緒に公

開してウェブで見られるようにしました。

文書資料は、専門家では内方が使うにはなかなか辛

いという部分がありますので、少しでも楽しめるよう

に複数の要素で情報をつなげて使い方を増やしていこ

うという試みを実施しています。ただし、こちらもそ

のような使い方をすると権利問題が出てくるわけで

す。

東京音楽学校は東京藝術大学の音楽学部の前身であ

り、戦前から戦後の時代にあった学校としては結構重

要な楽譜や資料あるわけです。例えば山田耕筰の依嘱

制作楽曲。実はこの曲はまだ使われています。委嘱作

曲は、東京藝術大学の関係者に制作依頼があったもの

で数多く残されています。これらの資料情報を公開す

る場合には、次のような権利情報を考えておく必要が

あります。作詞作曲という文字情報、これはメタデー

タですね。歌詞、楽譜の画像、楽譜の画像と共に公文

書の画像がありますので公文書の画像、さらには音声

データ。それぞれの権利情報を明確にすることで、こ

の画像は自由に使っていいですよ、この音声は駄目で
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すよ、許可がいりますよ、ということを利用者に対し

てより分かりやすくするためにこれらの表示をしてい

ます。

最後に、3 つのプロジェクトの情報をまとめる情報

発信システム研究プロジェクトを紹介します。ここで

は、各プロジェクトがどのように資料を電子化したら

いいのでしょう、どのようにしてウェブで公開できる

のか、あるいは、どうすればコンテンツとして使える

だろうか、データの変換方法などの相談事項を本プロ

ジェクトが判断をしています。具体的には、ビデオテー

プやカセットなどのアナログ媒体のデジタル変換の際

の形式から方法の提案 ( 実際には本プロジェクトが実

施していることもあります ) からインターネット公開

に伴う懸念や技術的な見解など。こうしてできたのが、

例えば音声と画像データを組み合わせて、映像化した

ウェブコンテンツや授業の映像です。

これは人間国宝級の先生の石膏取りの授業映像で

す。このように授業を撮影・映像化して教育に生かす

ということも実施しています。

こちらは、冒頭に出てきた松田権六の作品の撮影。

実は、これは過去に HD 映像で撮影していたテープが

出てきまして、それをデジタル化したものです。これ

は 2001 年から 2003 年にモノプロジェクトという複

数の研究機関が参加するプロジェクトがあり、そこで

撮影された映像です。テープの中に保存されていた映

像をデジタル化してウェブで見られるようにすること

で、学内外にこのような映像資料があるということを

知っていただくと共に表面のディテール等が丁寧に撮

影された映像であることから研究にも役立ててもらう

ことを考えています。また、この資料に関しては冒頭

で説明した 3D データがあ

りますので、3D データと

実物を撮影した映像をリ

ンクさせてコンテンツ化

することが考えられます。

今は 3D データの公開はさ

れていませんが、今後は資

料に関連する情報の扱い

と、それらの情報の統合を

進めていきたいと思って

います。

さらに、このプロジェクトではアナログテープのデ

ジタル変換に加えて、画像の撮影も行っています。こ

れはつい先週に終わったのですが、これは明治から大

正期に描かれた美術解剖研究室が所蔵する美術解剖掛

図が 50 枚ほどになります。このような資料をデジタ

ル化することにより、劣化して剥がれ落ちそうな部分

を未然に防ぐ、現物を使わなくても教育・研究ができ

るなど、デジタルデータの活用を実践しています。画

像という点では、かなりの古い写真も沢山ありますの

で、同じようにデジタル化して、情報のタグ付け等を

含めて情報を整備、公開を進めています。実際に、こ

のような写真の裏や寄贈されたアルバムの端には、メ

モ書きのようなものが書いてあることも見られるので

すが、それらは本当に本人が記述したかどうかという

ものが分からないときが多々あります。

この写真の入っていた袋の中には、横須賀基地戦艦

大和寄港のときの演奏会と書いてありました。しかし、

この写真から見られる主砲からは、明らかに戦艦大和

ではないのです。もしかしたら、この写真の外に戦艦

大和がいたのかもしれません。では、これは一体何の

戦艦なのだと首をかしげていました。それならば、詳

細不明なものをウェブに公開すれば、たとえば戦艦マ

ニアが「これは砲身の形からこの戦艦だ」のような形

で指摘が受けられるのではないかという話をしまし

た。古写真では、素性が分からないものはウェブに公

開してフィードバックを受けてみようと、考えている

ところです。また、画像データはそれ単体を見せるこ

との他に、資料を複合的に組み合わせて 1 つのコン

テンツとして、一般の方にも受け入れられる資料の活
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用方法の研究にも取り組んでいます。

　一方で、本プロジェクトでは学内の資料を収集、

所在調査も行っています。単純にアーカイブセンター

ができたからといって資料が自動的に集まってくるわ

けではありません。アーカイブセンターができたので

これからはデジタルアーカイブが必要性を説くととも

に、　収集した資料やデジタルデータの活用を各学科・

研究室の先生に説明することで、研究室に眠っている

貴重な映像や資料の収集を進めています。実際の資料

調査とそれらの受け入れフローに関しては、このよう

な形で進めています。

その成果の 1 つとして、過去の講義映像やイベント

系の映像と音声系の資料を集めて、デジタル化し、ウェ

ブで公開できるようにしています。

先ほど紹介しましたが、油画研究室講義映像アーカ

イブ & 選書展。これに関しては「立川談志」や「横

尾忠則」など著名な芸術家の講義映像テープが油画研

究室にあり、これらをお借りしてデジタル化しました。

さらに、附属図書館にこれらの方々の資料が多数ある

ことわかったため、関連する書籍と映像視聴の端末を

並べて展示する図書館とのコラボレーション企画を行

いました。これにより、当時の講義の内容あるいはそ

れに関連する資料を合わせて展示することで、映像だ

けではなく実際に当時の様子を体験してもらう試みを

実施しました。

　そして、アーカイブセンターが単に資料の収集・

整理とデジタル化をしている所であるかと言うと、そ

れだけではありません。資料整理やデジタル化の作業

に学生が参加することで、過去に利用されていた実際

の資料を目の当たりにし、当時の作家の気づきや発見

などを吸収して新たな知見を得て、さらには創造につ

なげていく。学生を巻き込んで、情報整理の作業を進

めることで、先ほどのような企画やコンテンツができ

る。

そして、そのコンテンツは最終的に藝大の教育や創

造、あるいは研究の向上につながるというわけです。

冒頭のアーカイブセンターの説明で循環と言いました

が、デジタルアーカイブには、このようなサイクルが

あると考えます。

芸術系の大学ですので、まず創造があります。これ

らの資料や情報をアーカイブセンターが収集する、そ

れは現物でもありますし、それに関する情報でもある

と思います。収集したものを情報化、デジタル化して

保存・蓄積していく。蓄積されたものを編集、これは

情報の整理ですね。あるいはコンテンツ化。そして、

編集された情報やコンテンツ化を公開することで、そ

の資料や情報が存在するということを世に広めること

です。ただし、単に公開するのみで「見て終わり」は

つまらないので、情報を共有します。このとき、ライ

センス情報を明文化することで、再利用可能な情報の

場合は活用というサイクルが生まれるのです。

　最近、アーカイブという言葉をいろいろなところ

で聞くのですが、誰のための何のためのアーカイブで

あるかを考えたときに、本学では学生や教員の創造・

研究のためのアーカイブと言えるでしょう。何のため

にアーカイブするのか、それが劣化するからアーカイ

ブする、そのような理由があるかもしれませんが、アー

カイブするという行動は、それを行う組織により目的

や指針といったものが変わってくると思います。我々

が考えているアーカイブは、収集・蓄積・保存・編

集・公開・共有・活用のライフサイクルにおいて、東

京藝術大学の芸術活動の発展を支えていくということ

です。大学が芸術情報の基盤を整備することで、日本

の芸術界を牽引していこうという目的もあります。

　学内の認知度も低く困難な点も多くありますが、

ボトムアップ型で活動広めていくことが総合芸術アー

カイブセンターの活動です。こちらはアーカイブセン

ターのウェブサイトございます。外注はせずに手弁当
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でやっているサイトですので、ちょっと見づらいとこ

ろもございますが、ご覧いただけると幸いでございま

す。手短でうまく説明できたかどうか不安なところも

ございますが、これで私の発表終わらせていただきま

す（拍手）。

司会：どうもありがとうございました。東京藝術大

学のデジタルアーカイブについて、多面的なところか

ら教えていただきました。まだちょっと時間がありま

すので、私の方から 1 つだけ質問したいことがあり

ます。最後に、「デジタルアーカイブというのは、目

的をはっきりさせないと、意味がない」ということを

おっしゃっていただいたのかなと思っておりまして、

東京藝術大学では、その芸術活動というか、そういっ

たようなことが、目的になっているということですけ

れども、先生の方で違った目的で、デジタルアーカイ

ブに取り込んでおられるような事例というのは、見聞

きしたことがございましたら、もしもありましたら、

参考までに教えていただければと思うのですが。

嘉村：それは本学においてでしょうか。

司会：いや、他のところの活動で、です。恐らく先

生がいろいろな方と情報交換されていると思いますけ

が、コンテンツを対象にしている研究活動に使うとい

うのは、非常に目的がはっきりしていると思うのです

が、意外に目的が曖昧なままデジタルアーカイブをや

るということは、我々 DMC も、もしかするとそうい

う部分になっているかもしれませんが、そこはやはり

目的をはっきりさせる、すごくいいメッセージだと

思っているのですが、そういう意味でその何かこうい

う事例がありますよということを教えていただくとす

ごく助かるのですが。

嘉村：そうですね。特に博物館の分野では、収蔵品

をとりあえずデジタル化してみよう、というのが結構

あります。とりあえずデジタル化をしてみようという

のは、2000 年頃からデジタルアーカイブという言葉

が出てきて、それに乗るようにうちもやってみようと

いうのが、かなり多かったと感じています。海外の博

物館では、必ずミッションというものを抱えているん

ですね。特にアメリカですと、博物館のウェブサイト

に行くと、必ずミッションという項目が見られます。

日本の美術館や博物館にもそういったミッションもあ

るにはあるのですが、明確に提示されていないところ

がある。海外はそのミッションに従って、デジタル化

を含めた活動に取り組んでいるのですが、日本に関し

ては、デジタル化しておくと、後でいいことがあるか

もしれないと、そういう形でやっているところもあり

ます。しかし、実際にデジタル化しておくことによっ

て、後からそれが重要視されるというものも出てきて

いますので、それ自体を否定することではありません。

司会：非常に素晴らしいメッセージありがとうござ

います。我々もそのミッションをはっきりさせたいと

いうことで、今いろいろと試行錯誤しているので、次

の公演からちょっとそういうところが出てくると思う

のですが、他に何かご質問ありますでしょうか。では。

池田：本日は大変勉強になる発表を、どうもありが

とうございました。先生が取り組まれている東京藝術

大学というところが、ある種とても特殊で、本当に

アーティストや作家がアーカイブされる原形になるも

のを、オンタイムで作っていて生み出している機関で

すので、それだからこそ、このアーカイブの特徴とい

うか、活動の特殊性もあると思いますが、一番そうい

う面で特殊だなとか、大変だなとか、あるいは面白い

なというところがありましたらお教えください。

嘉村：大変だなというのは、やはりこのプロジェク

トをやってきて、途中でも説明いたしましたが権利問

題ですね。日本は法的な基盤が相当弱いのが現状で

す。著作権とかそういった話もありましたけど、そこ

の法的部分の処理が一番苦労しているところでござい

ます。これは藝大だけではなくて、他の機関がこうい

うことを進めていくならば、かなり大変な部分になっ

てくると思います。これはしっかり整備していかなけ

ればいけないところかなと思っています。あと変わっ

たところというのは、美術と音楽の違いは多分あるか

もしれません。音楽の演奏会情報は、比較的まとまっ

ているのです。パンフレット等の資料は昔からそうい

う情報を集めて整理していこう、蓄積していこうとい

う意識をお持ちでやってこられたのですが、美術の方

は、特にそういうのがない、全部バラバラである。こ

れからまとめていかないといけないのです。美術と音

楽のこの差はなんだろう、というのを、ちょっと感じ

ています。大学では卒業生の作品展を毎年やっている

のですが、そのデータベースがありません。とりあえ

ず PDF で公開した作品集しかありませんでした。アー

カイブセンターができた次の年、美術学部ではカタロ

グを作るために Excel データを業者に出していたので

すが、そのデータをこちらにも下さいという話をつけ

て、これからようやく学生の卒制の作品データベース

を整備していくという段階です。しかし、作品の情報

はいろいろな分野や形態があるためどのように情報を

整理して行こうか、というのが正直なところです。


